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研究会報告
表 1:幾つかの系の周期倍分岐で得られる局所交差数列
損失変調レーザモデル 1 1 3 5 ll 21 2 pl.
2 1 3 5 ll 2_1 2 1
3 1 3 5 ll 21 2 1
Non-1inearMathieu 1 3 5 ll 21 43 2 3
2 3 7 13 27 53 4 3
Double-WelDufBng 1 1 3 5 ll ?1 2 1.
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を得る.yの方の帯を回る軌道は分岐すると,一 つ の 局 所 交 差 を 生 む ことに留意すると,局
所交差数は
Cn- yn_1 (20)
で与えられ;(17)からすぐに漸化式(12)が導か れ る .この よ うに シ ステムの流れにtemplate
の構造を仮定することで,局所交差数の漸化式(12)が自然に導かれる･
ただし,HolmesのtemplatQでは,全ての倍分岐の局所交差数列を説明することができ
ないので,xの帯にE個,yの帯に叩個 (Eは偶数,がま奇数)の捻りを入れる拡張が必要である･
拡張されたtemplateでは局所交差数とワードの関係は,
Cn-Exn_1+Wn_1
となる.更に詳しいtemplateの拡掛 こ関する議論は,【10】を参考にされたい･
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｢多自由度の力学系と幾何学｣
8 まとめ
我々は,周期倍分岐において,分岐後の軌道の捻れを表す局所交差数という量を導入し,
それを用いて,交差数など軌道の様々なトポロジカルな量が,導き出せることを示した.局
所交差数は,時系列のパワースペクトルからも直接読み取れる量であり,数値シミュレー
ションだけでなく,実験系においても,この量を使って周期運動のトポロジカルな解析が十
分可能になると思われる.周期倍分岐で得られる局所交差数の列には系によらない漸化式
が成り立っており,周期倍分岐はたとえば2倍分岐と4倍分岐の局所交差数の情報によって
決定されることが示される.周期倍分岐は二つのパラメータ(E,叩)で特徴づけられる.共存
する幾つかの周期倍分岐の分類などに際し,パラメータによるこの特徴づけは有力である｡
また,システムの制御などにも有効であることが期待される.
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